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ら
れ
な
い
と
社
会
と

し
て
大
き
な
損
失
で

あ
る
。
行
政
の
中
に

あ
る
男
女
の
固
定
的

役
割
観
念
や
偏
見
、

組
織
の
中
で
つ
く
ら

れ
た
男
女
の
能
力
差
の
解
消
こ
そ
が

男
女
平
等
で
あ
り
、
共
同
参
画
は
社

会
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。
職

場
、
地
域
社
会
、
家
庭
で
の
女
性
の

特
性
に
配
慮
し
た
形
態
を
育
て
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性

な
ど
を
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

　

男
女
共
同
参
画
基
本
法
が
施
行
さ

れ
た
６
月
に
合
わ
せ
、
男
女
共
同
参

画
週
間
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
神
埼
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
市
民
を
は
じ

め
、
県
内
外
か
ら
６
３
０
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
松
本
市
長
、
村
上

ア
バ
ン
セ
館
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
元

鳥
取
県
知
事
で
慶
応
義
塾
大
学
教
授

の
片
山
善
博
さ
ん
に
、
知
事
時
代
に

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
取
り

組
ま
れ
た
実
績
を
、
分
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
と
も

に
自
ら
の
能
力
を
生
か
す
こ
と
で
社

会
に
貢
献
で
き
る
。
女
性
は
政
策
決

定
の
過
程
で
、
能
力
・
意
欲
が
あ
る

の
に
そ
れ
を
発
揮
す
る
環
境
が
与
え

家
族
も
社
会
も
笑
顔
に
な
る
た
め
に

～
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
～

女
性
の
相
談
室　
　

8
月
8
日（
火
）

　

午
後
１
時
半
か
ら
４
時
半
ま
で

神
埼
市
中
央
公
民
館（
２
階
）和
室

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
一
人
で

悩
ま
な
い
で
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ご
希
望

が
あ
れ
ば
専
門
機
関
へ
の
紹
介
も
行

い
ま
す
。（
相
談
無
料
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　

代
表　

高
栁

　

☎
５
２

－

４
７
０
９

　

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室

　

☎
３
７

－

０
０
８
８

コラム 男女共同参画シンボルマーク
　左の絵のマークは何かわかりますか？

　このマークは、平成21年に男女共同参画社会基本法が制定10周年を迎えるにあたっ

て、内閣府男女共同参画局において作成された男女共同参画のシンボルマークです。

　このシンボルマークは、男女が手を取り合っている様子をモチーフにし、互いに尊

重し合い、共に歩んでいけたらという願いがこめられています。

＂
男
女
共
同
参
画
＂ 

川
柳
＆
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
職
業
選

択
、
男
性
の
家
事
参
画
、
男
女
が

互
い
に
協
力
し
あ
う
姿
な
ど
、
家

庭
・
地
域
・
学
校
な
ど
で
男
女
共

同
参
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
表
す
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
者

に
は
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
や
図
書
券

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
選
以
上

の
作
品
は
ア
バ
ン
セ
、
県
庁
、
各

地
域
で
巡
回
展
示
を
行
い
ま
す
。

︻
ポ
ス
タ
ー
部
門
︼

○
応
募
資
格

　

佐
賀
県
内
の
小
・
中
学
校
、
特

別
支
援
学
校
に
在
学
す
る
児

童
・
生
徒
（
参
加
賞
あ
り
）

○
応
募
規
定

　

用
具
や
材
料
は
自
由
、
大
き
さ

は
八
ツ
切
画
用
紙
、
１
人
１
点

（
自
作
の
も
の
に
限
る
）、
作
品

の
裏
面
右
下
に
学
校
名
、学
年
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
記
入

○
応
募
方
法

　

各
学
校
で
取
り
ま
と
め
の
上
、

ア
バ
ン
セ
へ
提
出

○
各
部
門
の
応
募
締
切
日

　

９
月
15 

日
（
土
）
必
着

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
４
０

－

０
８
１
５

　

佐
賀
市
天
神
３
丁
目
２

－

11

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
（
ア
バ
ン
セ
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５

－

５
５
９
１

　

☎
２
６

－

０
０
１
１

︻
川
柳
部
門
︼

○
応
募
資
格

　

県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

○
応
募
規
定

　

未
発
表
の
作
品
で
１
人
１
句
ま
で

○
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
添

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は
ア

バ
ン
セ
窓
口
へ

﹁
男
女
共
同
参
画
社
会
﹂
と
は
・・・

　

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

平
成
23
年
度　

最
優
秀
作
品

 「
エ
プ
ロ
ン
が

　 

ネ
ク
タ
イ
よ
り
も

　
　
　 

　
か
っ
こ
い
い
」 

▲講演される片山善博さん
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後納制度（国民年金保険料の納付期限の延長）が始まります
　国民年金制度は、20歳から60歳に到達するまでの40年の間に国民年金保険料を納めていただくことで満額の
老齢基礎年金を受給することができます。
　しかし、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出忘れにより国民年金の資格期間が
ない場合には、将来の年金が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなってしまうことがあります。
　このような事態を避けるために、昨年、法律が改正され、平成24年10月１日から、国民年金保険料を納める
ことができる期間が過去２年から過去10年に延長となる後納制度が始まります。
　ただし、既に老齢基礎年金の受給権をお持ちの方は納めることができませんので、ご注意ください。
　なお、後納保険料を納付するためには、事前にお申し込みをいただき審査させていただくことになります。
審査の結果によっては、後納制度による納付をご利用いただけない場合があります。

　詳しくは、下記「国民年金保険料専用ダイヤル」または佐賀年金事務所へお問い合わせください。

◎問い合わせ先
　国民年金保険料専用ダイヤル　　　　　　　　　　☎0570－011－050
　日本年金機構　佐賀年金事務所　国民年金課　　　☎31－4194

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
ト
ラ
ブ
ル

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
高
機

能
携
帯
電
話
）
の
利
用
者
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
特

性
や
機
能
の
情
報
が
消
費
者
に
未
だ

よ
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
幅
広
い
年

代
層
の
方
か
ら
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

従
来
の
携
帯
電
話
と
、
特
性
や
機

能
に
大
幅
な
違
い
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
事
例
】

・
10
代
の
息
子
用
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
購
入
し
た
が
不
具
合
が
起
こ

り
、
解
約
を
希
望
し
た
ら
、
違
約

金
が
か
か
る
と
言
わ
れ
た
。

・
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
し
づ
ら

い
。
使
い
こ
な
せ
な
い
の
で
解
約

し
、従
来
の
携
帯
電
話
に
戻
し
た
い
。

・
購
入
し
た
ば
か
り
だ
が
充
電
が
１

日
も
持
た
な
い
。

・
購
入
後
、
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
、

仕
事
上
の
デ
ー
タ
を
大
量
に
記
録

し
た
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
が
全
て
消

え
て
し
ま
っ
た
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
扱
い
に
不
慣

れ
で
、
ア
ダ
ル
サ
イ
ト
に
登
録
し

て
し
ま
っ
た
。
約
10
万
円
の
請
求

が
来
て
い
る
。
起
動
す
る
た
び
に

請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
る
。

ア
ド
バ
イ
ス

◆
購
入
後
す
ぐ
に
解
約
を
申
し
出
る

と
、
違
約
金
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
購
入
を
お
考
え

の
方
は
、
広
告
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け

で
判
断
せ
ず
、
購
入
し
た
い
機
種

の
性
能
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
そ
の

も
の
に
つ
い
て
よ
く
調
べ
、
利
用

目
的
に
あ
っ
た
も
の
を
購
入
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
パ
ソ
コ

ン
を
ベ
ー
ス
に
し
た
機
能
や
性
能

に
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
と
の
同
期
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
親
和
性
が
高

く
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
端
末
と
し

て
の
性
能
も
高
く
、
電
池
の
消
耗

が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要

の
な
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
特

定
目
的
で
使
う
ソ
フ
ト
）
の
停

止
、
使
用
頻
度
の
低
い
機
能
の
停

止
な
ど
で
、
電
池
の
消
耗
を
抑
え

ま
し
ょ
う
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
自
分
の
使

い
勝
手
に
合
わ
せ
た
自
分
好
み
の

携
帯
電
話
に
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
が
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中

に
は
未
成
年
者
に
は
有
害
な
も
の

や
、
本
体
自
体
に
異
常
を
来
た
し

た
り
、
意
図
し
な
い
動
作
を
起
こ

し
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

無
料
の
も
の
か
ら
数
千
円
に
及
ぶ

有
料
の
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
時
の
注
意
も
必
要

で
す
。

◆
パ
ソ
コ
ン
と
同
様
、
ウ
ィ
ル
ス
に

感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
全
体
を
管
理

す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
を
常
に
最

新
版
に
更
新
し
た
り
、
ウ
ィ
ル
ス

対
策
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
な
ど
の
対
策
が
必

要
で
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

　

詳
し
く
は
35
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
７




